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 Helical chirality induction of achiral helical polymers through nonbonding interaction with 
chiral molecules has gained attention owing to the increasing demand of chiral functional 
materials.1) Recently, we have reported helical chirality induction of achiral poly(quinoxaline-
2,3-diyl)s (PQXs) bearing carboxylic acid side chains through acid-base interaction with chiral 
amines in water.2) In this study, water-soluble amphiphilic PQXs bearing achiral oligo(ethylene 
glycol) side chains (P1–P3) were synthesized. Chiral amine 1 and a-hydroxy acid 2 showed 
efficient helical chirality induction of P2 (n = 3) through nonbonding interactions in aqueous 
solution. 
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キラル化合物との相互作用による高分子の動的らせん不斉誘起は、キラル機能性材

料開発の観点から注目されている 1)。当研空室では、動的らせん構造を有するポリ(キ
ノキサリン-2,3-ジイル) (PQX)にアキラルなカルボン酸側鎖を導入することで、キラ

ルアミンとの酸－塩基相互作用に基づいた PQX 主鎖の水中らせん不斉誘起を報告し

ている 2)。本研究では PQX にオリゴエチレングリコール側鎖を導入することで、様々

なキラル化合物による PQX の水中らせん不斉誘起を達成した。 
エチレングリコール鎖長の異なるおよそ 100 量体の P1–P3 を合成し、キラル化合

物により誘起される主鎖らせん不斉を

CD スペクトル測定により評価した。トリ

エチレングリコール側鎖を有する P2 の

水溶液中においては、芳香環を有する比

較的水溶性の低いキラル化合物が高いら

せん不斉誘起能を示す傾向がみられ、ア

ミン 1 のみならず、a-ヒドロキシ酸 2 に

おいても効率的ならせん不斉誘起が観測

された。トルエンや THF、クロロホルム

といった有機溶媒中ではらせん不斉誘起

能が低下したことから、PQX とキラル化

合物の疎水性相互作用が水中らせん不斉

誘起に重要であることが示された。 
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